
1章 地域福祉と学校福祉教育

1節 転換期の社会と学校福祉教育

新田 照夫

(む 社会の転換と学校教育の目標の変化

今日､｢地域社会｣｢家庭｣｢職場｣｢学校｣などといった生活のあらゆる場面
において､価値観が根本的に変化しつつあるように思われる｡ たとえば ｢地域

社会｣では､何世代にもわたって人々が定住し､共同社会を形成してきたと言

われている農村においてでさえも､農作業そのものの集団性が薄れ､必然的に

地域社会での横のつながりも薄れ､一人ひとりの孤独感が強まりつつある｡ 流

動人口が集中する都市部においては､まちの政治･文化･教育の凝縮された ｢中

心市街地｣が商店街の崩壊とともに危機的状況にある｡ そして人々の生活をつ

ないできた共同生活意識が希薄になり､自治会を始めとする地域社会の自治機

能の低下や､環境 ･福祉 ･まちづくりといった公共的問題に対する一人ひとり

の意識の低下を引き起こしている｡｢他人｣の事どころか､自分たち自身の問題
にたいしてさえも市民が共同してかかわることが難しくなってきているのであ

る｡ さらに｢家庭｣では､家族一人ひとりの生活時間帯がばらばらになり､｢一

緒に食事をし｣｢同じ時間帯で寝起きを共にする｣､｢休日などは家族と共に一日
中一緒に過ごす｣などといった家族としての基本的生活リズムですら共にする

ことが困難になってしまった｡こうして家族全体としての一体感が薄れ､相互

理解も難しくなっている｡また ｢職場｣では､｢終身雇用制度｣や ｢年功賃金制

度｣といった日本的雇用慣行は既にほとんどの企業で維持が困難になっている｡

そして ｢企業への忠誠心｣といった組織に依存する意識よりも､一人ひとりが

どのような能力を発揮し､どのような役割と責任を果たすことができるか､と

いったことが求められつつある｡最後に ｢学校｣では､均質性と競争力を基礎

にした管理社会への ｢柔順さ｣を求める教育 (受験偏差値教育)に適応できな
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い子ども達が ｢学級崩壊｣と言われる現象を引き起こし､ベテランと富われる

教師達ですら学級経営が困難に有っている現状である(I).

このように現代日本の社会は､生活のあらゆる場面において､今まで蓄積さ

れてき声ノウハウや ｢常識｣とされてきた考え方さらには価値観等が通用しに
くくなrっていそ､このような現象は ｢一つの時代の転換期｣を示す兆候と言う

こともできるであろう｡ 社会のこのような変化にともない､学校を含めた公教

育全体の理念や目標も大きく転換することが求めちれている｡

高度経済成長期の ｢社会的規範価嘩｣

キ｢ワード 【社会あ集権化】

1①埠域年会の甲へP搾存性

各社会が公教育へ求めるもの

赴社会への効果

受験偏差値体紬 と基づく■学校間格轟と学校の序列化

:カ綾 のまま社会の規範的価値 (人々の意識)-として

:農村を含めた地域社会全体を大きく変貌させ､私達の生活を都市型に組み込

みつつある ｢社会的カ｣.は､18世紀頃から､産業社会あるいは工業化社会を推

_し進めてきた､,f̀｣つの価値観"-であったということができようO この.f̀一つの

価値観''と行うものは､言い換えるならば ｢効率性｣あるいは･｢合理性｣とい

うE｢人間にとってのみ便利､ある〉いは都合が良い｣という生活を求める価値観

である(占).一.･このような価値観は.我が国では1960年代に始まる高度経済成長期

に頂点に達し1社会全体を効率的に活性化するために,｢集中的管理システムの

整備｣あるいは｢集権化｣を極限にまで推し進めてきた｡その結果､｢私たちの

生活現場である地域社会｣と､｢都市化の最終的集約点に相当する中央-国｣と･

- 178-



1章 地域福祉と学校福祉教育

の関係は､地域社会の国への依存性を高めることになり､また ｢人材と社会資

本｣の中央への集中を生んでしまった(3)0

このように効率性と合理化を徹底して追求する都市型社会あるいは工業社会

は公教育に対しても ｢効率性に富む人材育成｣を求めた｡たとえば ｢管理社会

の各階層内で均質性をベースにした集団性への適応と協調性 ･柔順さ｣や ｢管

理社会の各階層から一つ上の階層へ､人より一歩前に出る競争力｣を育成する

指導が小学校から大学まですべての段階の公教育内に広がっていった｡こうし

てできあがった偏差値教育体制と学校間格差はそのまま高度経済成長期以降の

社会体制と秩序になっていったものを思わわれる｡

しかしながら､｢効率性｣を重視してきた学校教育が､｢命や自然の大切さ｣

と ｢力を合わせて社会を創造すること｣を学ぶべき年齢の子ども達に ｢管理さ

れる社会への適応｣と ｢人より一歩前に出る競争力｣を専ら教えてきた結果､

今日では学校そのものが人間性を失う場になろうとしている｡そしてこうした

カルチャーあるいは習慣を持つ学校教育に適応できない子ども達が今 ｢学級崩

壊｣を起こし､また学校教育を修了する年齢に達した青少年の中から地域社会

で深刻な犯罪を犯す者も出てきている｡

｢(D集団性への適応と協調性 (柔順さに欠ける人間を危険視する評価観)｣と

｢②人より一歩前に出る競争力｣を公教育に要求してきた社会を図式化するなら

ば､図1のようになろう(4)0

図 1:高度経済成長期の社会規範と個

行 求…力

日本国家の社会的規範価値

を担うもの

･企業 :日本的雇用慣行

･大学 :偏差値学力と学閥

･家制度 :血縁制度

･共同体 :地縁制度

等

求JO=,力 行

同図によれば､個々人を社会あるいは組織に結び付ける力が ｢社会的規範価

値｣として位置づけられ､この｢社会的規範価値｣を担うものとして｢(彰企業 :

日本的雇用慣行｣｢(塾学校 :受験偏差値体制と学校間格差(学歴)｣｢③家制度 :
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血縁関係｣｢④地域共同体 :j由縁関係｣などがあげられている.これらのうちく
｢②学校｣は｢社会的規範価値｣を担うだけでなく､これを再生する専門的機能

を持つ意味で､イ社会的規範価値｣の中枢的位置を占めてきたと言うことができ

よう｡ そして日本社会では ･｢社会的規範価値｣･というものは ｢個人｣に対して

葛藤を許さない程強力な求心力を持つことから､｢個人｣から見ると｢社会的規

範価値｣は内面化が困難な.｢公共｣になってしまう傾向がある｡言い換えるな

らば ｢社会的規範価値｣､は､これまでの日本社会では.｢個人｣と対立的 ･外的

存在になる傾向があり̀､■そのままでは.■｢社会的規範価値｣が維持できなくなる

ことからこの価値観を自分から担う人材を育成するものとして ｢②学校 :受験

偏差値体制と学校間格差 (学歴)｣が国にようて作られ､.｢社会的規範価値｣.を

維持し､再生する専門的機能を持つ社会セクタ一 一(公教育制度)..として重視さ

れてきたと言うことができよう｡

-■

②学校教育の目榛の変化と福祉教育の理念 し

ところで､本来 二｢社会的規範価値｣･といものは ｢個人｣一に内面化し､そこを

基盤にすることによって初めて個々人が主体的に担う存在になるべきものであ

り､.後に述べる-ようにこれからの日本社会ではこうした ｢個｣と丁社会｣-との

関係の創造が求められている｡まず図2は ｢個人｣が外界である社会との葛藤

の中で ｢公的 (Public)な自立した世界｣が ｢個｣の内面に形成されていくプ ロ

セスを示している(5)0

図2:｢個｣の内面に r公約 (pubJit)な自立した世界｣が形成するプE]セス
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1章 地域福祉と学校福祉教育

同図によれば､｢公的 (Public)な自立した世界｣というものは､言い換える

ならば ｢外界｣との葛藤の中で形成されるもので ｢個性｣とも言うことができ

るものである｡｢外界｣と｢個人｣との葛藤の歴史に浅い日本社会においては｢個
性｣というものが､ともすれば ｢何か他人と異なること｣かあるいは ｢唐突で

奇抜なこと｣といったように見なされる風潮がある｡しかしこれは ｢個性｣と

いうものが極めて ｢公共性 (Public)を持ちしかも強力に自立した個人の世界｣

であることを理解していない誤解であると言っても言い過ぎではないであろう｡

こうして ｢個人｣の内面的世界から生成し､内面的世界を基盤として成り立つ

｢公共性 (Public)を持つ個人の世界 (-個性)｣同士が地域社会内で無数に幾重

にも重なり合うことによって ｢社会的規範価値｣というものが形成されていく

べきであろう (図3参照)(6)0

図 3:｢公共性 (Pub一ic)を持つ自立した個人の世界 (-個性)｣
を基礎にする ｢社会的規範価値｣の創造

ところが我が国では､図1に示されるように ｢社会的規範価値｣の求心力が

｢個人｣に対して絶対的に強く作用し､｢個人｣が外界である社会との葛藤の中

で ｢公的 (Public)な自立した世界｣の形成を許さない構造があった｡したがっ

て､｢個人｣はほとんど内面の世界だけの言わば裸の状態のまま､有無を言わさ

ず ｢社会的規範価値｣に従属される状態が ｢効率性と合理性｣を追求する社会

(特に都市部)では続き､1960年代の高度経済成長期を境に農村を含めた全国に

広がっていった (図1参照)｡

ところが､今日では高度経済成長にも陰りが見え､これにともなって前述に
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もあったように､かつての ｢社会的規範価値｣とそれを軸にした日本社会の構

造を根本から崩壊させる現象が丁地域社会｣･｢家庭｣｢職場｣丁学校｣などにおい

て噴出しているoそして明らかにかっての.F効率性と合理性｣といった価値観

では見ることができない､新しい価値観に基づく社会現象が現れつつある.た

とえば､｢(∋企業｣｢においては日本的雇用慣行が崩壊しつつあり､個々の労働
力の流動化に対応した経営が模索され始めている｡ また丁②家庭｣においては､

｢家父長制度｣_.を崩壊させたかっての ｢役割分担意識｣は陰をひそめつつあり､

家族一人ひとりの私生活を尊者し､それを基盤七した全体として自立性の高い

家庭関係の再生が求められている｡さらに ｢③地域社会｣においては､個々の

私生活を直結七ていく｢生活ネサトウ-ク｣の形成が求められていて､.自治会

のあり方もこうした観点から見直しが迫られている｡個々人の私生活に直結し

ない､｢行事のための行事｣を行う自治会は次第にカを襲いつつある. また個々

の私生活を直結していくT生活ネットワヤク｣はサービス産業の普及とともに､

地球規模の同時間的ネッ.トワークの形成がとしそ拡大しつつある.

これら三分野で見られる変化は､･共通して｢a.:個人の高い自立性｣と｢b:1

個人の社会的責任の増加および高い公共意識｣が求められていて､この二つが

しキ⊥ブナド 【社会の流動化】..

①求められる地坪社会の自立性

赴社会が公教育へ求めるもの

碁社会への効果

学校の個性化 (自立性と高い公共性の実現)と一.これを峯

そっくり地域社会の個性化(自立性と高い公共性の実現)
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1章 地域福祉と学校福祉教育

かつての ｢効率性と合理性｣に代わる ｢社会的規範価値｣として現われつつあ

る｡したがって､これからの時代においては､人々は ｢自立性と公共性を高め

ることにより個性を確立し､ますます社会に積極的にかかわり､連携体制を強

化するためにそれぞれの責任を果たしていくであろう｣部分と､｢ますます社会

への依存度を高め､プライバシーを一層コントロールされることにより地域社

会の中でますます分断され､孤立化を深めていく｣部分の二つに二極分化して

いくものと思われる｡

学校教育は地域社会の個性化 (自立性と高い公共性の実現)と連携機能の推

進の核として位置づけられるべきであることから､学校教育の目標も上図にあ

るように設定される必要がある｡ 受験偏差値体制の公教育が ｢効率性重視｣と

いう社会からの要請に応え､｢(∋集団性への適応と協調性｣と｢②人より一歩前

に出る競争力｣を養成したのに対して､ますます流動化を深める21世紀の社会

では公教育は ｢個々人の自立性と個々人の生活性 (プライバシー)尊重｣の理

念の下で､｢(∋個人の高い自立性と協同力｣と｢個々人の社会的責任および高い

公共意識｣の育成が求められている｡ また高度経済成長期の公教育が､受験偏

差値体制に基づく学校間格差と学校の序列化がそのまま社会の規範的価値とし

てとして機能し､管理社会の序列を推進してきたのに対して､流動化を深める

21世紀の社会では公教育は学校の個性化 (自立性と高い公共性の実現)とこれ

を基礎にした学校の地域社会内の各セクターとの連携体制がそっくり地域社会

の個性化 (自立性と高い公共性の実現)と連携機能を推進することが求められ

ている｡

具体的教育内容としては､｢環境｣｢福祉｣｢まちづくり｣といった地域社会の
公共的課題をどのようにして学校のカリキュラムに編成していくかが課題とな

る｡ とりわけ｢福祉教育｣は｢個々人の自立性と個々人の生活性 (プライバシー)

尊重｣というこれからの公教育の目標の達成にとって中核とも言える科目であ

る｡

2節 学校再生の起点としての福祉教育

学校での福祉教育というものは､これまでは社会福祉専門職養成のための教
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育あるいは地域社会の福祉に対する意識を高めるための学習活動として行われ

てきた｡しかし近年では､多くの学校で福祉教育に対する取り組みが盛んに行

われるようになっている｡その理由は､第-に､前述にもあるように､■競争と

序列化が徹底して推し進められる受験偏差値体制の中で .｢人間らしさ｣につい

てきちんと教育されず､心がすさんでしまっている子どもたちに ｢生きる力｣

を育成することが緊急の社会的要請になっていること､第二に､｢福祉教育｣を

｢人間教育のための総合科目｣として位置付け､すべての教科を｢福祉教育｣の

視点から見直す動′きが広がりつつある･ことを上げる.ことができる｡従来の教科

が､受験偏差値体制の中で ｢人間ら.しさ｣についてきちんと教えることがなぜ

困難であフたのか､その原因を教科の論理に基づいて明らかにし､学校や家庭､

地域社会といった子どもが育っていくための重要な場所を心の豊かな人間形成

の場へと再生しいくために学校が積極的役割を果たすことが強く求められてい

ろ｡

以上の観点から近年長崎県でも ｢福祉を中核に総合的な学習をどのように構

想するか｣という取り組みが積極的に進められている(7)｡以下の表は福祉教育

に焦点を当てた各教科等における取り組みの事例である(8)｡現状では各教科の

余裕のある範囲での特別活動的位置づけにとどまっていて､各教科そのものの

論理や各学年毎の学習課題全体を各教科毎に根本から見直すまでには至ってい

ない七言わざるを得ない｡この間題を解決するJL-めには､各教科担当の教師自

身がまず､実社会へ教育実践を通して入り込み､､社会全体の協力を得ながら体

験的に子どもたちを育てていいく教育的能力を持つことが求められているであ

ろう｡

近年全国の自治体では､中心市街地活性化事業や環境 ･福祉への取り組みが､

地域住民を巻き込みながら積極的に推進されている｡ 】しかしこうした地域社会

の自主的取り組みの中に､地域の学校あるいは個々の教員が積極的に参加して

いる例はあまりに少ないと言わざるを得ない｡学校や教員が､自分たちの地域

社会や家庭といった子どもが育っていくための重要な場所を心の豊かな人間形

成の場へと再生しいくために､自治体や地域住民が推進している事業に日頃か

らあまり関与していない現実をまず変えない限り､学校がいくら ｢思いやりの

ある街づくり｣といった福祉教育に取り組んでも､学校そのものが心の豊かな
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1章 地域福祉と学校福祉教育

【福祉教育の年間計画作成例】

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

(生活科) (国語科) (社会科) (社会科) (家庭科) (家庭科)

私たちの学校 .スイミ- 明るくゆたかな 健康なくらしを 家庭の仕事とわ よりよい家庭生

(国語) (生活科) くらしを 守る たしの仕事 活をめざして

おおきなかぶ 大きくなあれ (国語科) 安全なくらしを (国語科) (国語科)

学期 (図工科) 詩を読もう 守る ヤドカリ探検隊 石うすの歌

わたしのだいす ｢わたしと小鳥 (国語科) (社会科)

きなもの とすずと｣ ガオーせいそう工場の見学カブトガニを守る 生活を支える食糧生活

(生活科) (生活科) (国語科) (国語科) (国語科) (国語科)

いきものとなか のりものにのつ しようたいじよ 手と心で読む いたいいたい虫 国境を越える文

よし て う作り 一つの花 みんなで考えよ 化
わたしのしごと (国語科) 年賀じよう 一本の鉛筆のむ う ｢わたしたち わたしたちの生

学期 (国語科) お手紙 (道 徳) こうに の生きる地球｣ きる今

ずつとずつと大 (道 徳) 耳の聞こえない (社会科) (社会科) 今わたしたちは

すさだよ やさしくしんせ お母さんへ 郷土の発てんに 生活を支える工 守る､みんなの

(道 徳) つに つくした人たち 業生産 尾瀬を

いのちのすばら (道 徳) (道 徳) (道 徳)

しさ おじいさんの顔 牛乳配り ボランティア活動を通して

(国語科) (国語科) (図工科) (国語科) (国語科) (国語科)

た申さの糸車 おへそってなあ おまつりをしよ ごんぎつね わらぐつの中の 海の命
どうぶっの赤 に ､←つ 体を守る仕組み 神様 (社会科)

ちゃん ス-ホの白い馬 (社会科) (児童会活動) (社会科) 一人ひとりを大

学期 (児童会活動) (生活科) むかしのくらし 6年生を送る会 すみよい国土と 切にする政治

6年生を送る会 大きくなつたわ しらベ 環境 世界の中の日本

たし (児童会活動) (家庭科) (家庭科)

(児童会活動)6年生を送る会 6年生を送る会 楽しいおやつ(児童会活動)6年生を送る会 これからの家庭生活(児童会活動)送られる会

人間形成の場へと再生することは難しいのではなかろうか｡地域社会が自主的

に取り組んでいる ｢まちづくり｣など地域再生の事業にもっと関心を高め､積

極的にかかわるよう､学校や個々の教員の意識を高める必要があるように思わ

れる｡海外では､学校や個々の教師が地域再生のこうした事業にかかわること

はごく普通にみられることであるが､我が国では非常に立ち遅れていると言わ

ざるを得ない｡また子どもたちとともに､各教科の担任の教員も ｢①地域社会

の様々な年代の人々と生活の場で出会い､触れ合う体験を通して理解と助け合

いの心を育てること｣や､｢②社会福祉の制度や理念 ･施策について学ぶこと｣

さらには ｢③福祉活動の実践について学ぶこと｣が求められているのではなか
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ろうか｡学校や教員自身が地域社会の中でのこうした努力を日ごろより行い､

学校の基本的教育理念あるいは個々の教員の自らの生き方としての信念を持つ

ことにより初めて､･子ども自身の心に触れ､子どもたちが心から福祉に取り組

む態度を育てるような福祉教育が可能になるのではなかろうか｡

･[各教科等における取り組みの視点]

各教'-料 国 語 _.物語や伝記､詩などの読みとりを通し七､.人間としての生き方､心の触れ合いなど中こ共感

感動しこ.表魂活動を通して福祉の心を養う○
･高齢者｣障害のある人々への手紙やお便りを書くことを通して福祉の心を養うo

社 会 ･福祉のしくみにらしiて理解をすすめ､社会福祉施設の見学や福祉マ.;プづくりなどの活動や体験により､理解を深ゆるム
･家族.社会の学習を通し､福祉の心を養う○

算 .数 ･統計.資料などの福祉にかかわるもめを取り上げ七の考察､実態調査などの集計から福祉
についての理解.関心を深めるO.

･理 ; I.料 ･生命の大切さ､二生きることの意味や体のしくみの理解や小動物の飼育､植物の栽培などの活動を通して､愛護の心の育成を図る○

坐- .碍 ･具錐的な活動や体飯を通し二一身近な高齢者や社会､自顔とゐかかわりに関心をもたせ､自分自身や自分の生活にラい七考えさせることから､福祉の心を養うO.

普_ー 楽 ･表現及び鑑賞の活動をすすめる中で､音楽の美しきやよさに触れ､豊かな情操を培い､福
祉の心を養うo

図 工 ･すすんで表現したり障害者の作品展を鑑賞する活動を行ったりする中で､奉現わ音びを味
わい､豊かな情操を培い､福祉の心を養う○

琴.. 牢 ･家庭生活に対する理解を深め､.福祉施設の訪問や高齢者との交流を通して家庭や社会q)｢貞としての自覚を深め､福祉の心を養うO

体.十 育 ･体力の向上､健康の増進を図り､.明るく楽しい生活を目指す中で､相手のペースに配慮して活動す早など､福祉の心を養う○

道 東 ･障害のある人との交流や身近なボランティア活動などを通して､ー自己の生き方や人と人との関係などはついて主体的に考える中で､思いやりやいたわりの気持ちを培い､福祉の心
を養うo

痕 学級.活動 ･健全な生活態度や望ま-しい人間関係の育頃を図る中で､福祉の心を養うo
児童会活動 ･福祉にかかわる活動を位置づげ､協力して実践活動をすすめる中で､福祉め実践力を育て

別活動 ･る. J

･クラブ活軌 ･同好の集由の中で好ましい人間関係を育み､活動を適して福祉の実践力を育てる○

学校行事 ･勤労生産.奉仕的行事の中で社会奉仕の精神をかん養すう体験ができるような活動を通しr
て､福祉の実践力を育そる○

総合的な学習め ･直接的な体験や活動を通して､社会や自然､■人々への理解を廉め､1よ'りよい社会生活を送
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1章 地域福祉と学校福祉教育
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